
複数の異なる秩序が共存する“マルチフェロイック物質”が近年注目
を集めている。この分野では電気と磁気の交差相関である電気磁気
効果が主に研究されているが、我々はスピン・電荷・軌道の秩序に
よって結晶の空間反転対称性が破れ強誘電性を生じる物質群に注目
し、電気分極の生じるメカニズムを明らかにすべく、密度汎関数法計
算を用いた研究を行っている。当講演では、主に、i) 斜方晶ペロブスカ
イト型マンガン酸化物のE型反強磁性相で生じる強誘電性、ii) マグネ
タイトFe3O4の電荷秩序により生じる強誘電性および電気磁気効果、
についての研究成果を発表する。
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